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香港におけるマスメデイアの発達と大衆文化の形成

ー一二次資料による整理と検討—~今

砂大 誌回
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II 香港大衆文化の成立

III 新メディアの出現と香港大衆文化の行方

おわりに

はじめに

1997年7月の中国返還を目前に，大きな転換

期を経験している香港社会の変化をめぐる関心

の高まりが各所で認められるが，それらの関心

の多くは， これまで， “tとして政治的・経済的

側面に集中してきた。香港の返還か大きな政治

問題であり，また，その経済的繁栄の行方が転

換期の香港をめぐる重大な問題0)焦点となるこ

とは当然のことである。しかしながら，返還後

の香港が政治的，経済的にいかなる状態になる

かという問題への関心の高まりの一方で，香港

社会の成り立ちやそこで形成される文化に関す

る問題については，今後の香港社会の在り方を

考える上でも重要な課題でありながら，あまり

多くが論じられていない。とりわけ、香港にお

ける文化に関しては，多くの場合，新界地区に

おける伝統文化の存在形態などが中国文化の延

長線上で語られたり，植民地香港における宗主

国イギリスの文化的影響などが語られることは

あっても，戦後香港に出現した都rfi大衆社会を

前提とした文化形成，つまり独自の香港文化の
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問題は，必ずしもこれまで十分に論じられてこ

なかった。

しかし， 1980年代以降，とりわけ80年代末か

ら90年代半はにかけて，香港では，戦後香港の

社会変化の中で発達を見せたマスメディアが媒

介する大衆文化の特性に着目した独自の香港文

化に関する議論が多く見られるようになってい

る（注 l)。そして，これらの議論に特徴的なのは，

戦後香港におけるマスメディアの発達に伴う大

衆文化の現地化傾向を香港アイデンティティの

出現とその発揚に関連づけている点である。

戦後香港におけるマスメディアの発達に伴う

大衆文化形成の問題を香港アイデンティティの

問題と結びつけて論じることは，転換期の香港

の社会と文化を考える上できわめて興味深い視

点を提供するものであるが，本稿では，その議

論に立ち入る前の基礎的な理解を得る作業とし

て、まず，議論の前提となっている香港におけ

るマスメディアの発達過程を跡づけ．大衆文化

の形成と合わせて整理する作業を行うことにし

たい。これは何よりも，これまで日本では，香

港のマスメティアおよび大衆文化に関しては，

断片的な情報が存在するのみで，その全体的な

流れの整理がなされてこなかったことによるも

のである。転換期の香港における大きな問題と

しての香港アイデンティティに関する議論をよ

りよく理解するためにも， この作業は不可欠で

『アジア経済』 XXXVIII-6(1997.6) 
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あると信ずる。

以下，まず第I節では，戦後香港社会の動向

を踏まえながら，マスメディアがどのように発

達してきたかを，映画とテレビを中心に整理す

る。続く第II節では， 1970年代以降，映画にか

わってマスメディアの中で大きな力をもつよう

になったテレビを媒介に，香港の大衆文化がど

のように形成されたかを考察する c そして，第

III節では， 1990年代の新たなメディア環境の中

での香港のマスメディアの動向を検討すること

によって，香港大衆文化の変容を明らかにする。

（注l) たとえば， ChoiPo-king, "Popular Cul-

ture," in The Other Hon!{ Kon;;: Report 1990. ed. 

Richard Y. C. Wong and Joseph Y. S. Cheng (Hong 

Kong: The Chinese University Press, 1990), pp.537-

56:1/Rozanna Lilley, "Claiming Identity: Film and 

Television in Hong Kong," Historv and Anthrop1)・

IOKY, vol. 6, nos. 2-3, Nov. 1993, pp. 261-292／荏貸境

「香港文化現象ー一理論探索的幾個方向＿」（i先玉｛義絹

『香港文化輿社会」香港香港大学亜洲研究中心 1995 

年） 51~63ペーシ／陳啓祥「香港本土文化的建立和電視

的角色」（i先編『香港文化典社会』） 80~88ページ，／也斯

『香港文化」否港 香港芸術中心 19%年` なとを参照

されたし％

I 香港におけるマスメティアの

発達過程

1960年代以降，香港は高度経済成長につれて

多様な変化を経験する。工業化の進展と連動し

た雇用形態の変化，教育の普及，公共住宅の整

備による団地生活の普及など一連の現象は，新

しい生活様式を伴った都市社会を出現させた。

さらに，その後のl：業化の進展に伴う産業用地

の開発や住宅の開発が新界地区におけるニュー

タウン建設という形で展開し， 1970年代には，

さらなる都市社会の拡大と都市的生活様式の普

及がもたらされた。

このように1960年代を境に，香港では所得水

準の上昇，教育水準の上昇，都市社会の拡大か

大衆の出現を促し，人びとの生活の形と内容を

平準化させた。すなわち，香港を大陸からの避

難場所としてとらえ，出身地別の文化的飛び地

が成立していた社会状況は変化し，人びとは香

港という都市状況下での共通の牛活経験をもつ

ようになった。

一般に，近代化の進展に伴う都市的状況の出

現は，情報の大量生産と大量泊費を促し，マス

メディアの発達を進行させる，,香港においても

新聞，雑誌，ラシオ，テレピ，映画等，多様な

メディアが1960年代以降発達してきたn しかし，

香港における大衆文化の媒体としてのマスメデ

ィアという観点からとらえると，テレビと映画

が圧倒的な力をもっている。

香港における無線テレビ放送は， 1967年に開

始されたか， 73年まてに全世帯の80％以tか受

像機を所打するば l)という忽速な普及を示した

点に特徴がある。 1993年現在，テレヒ視聴は最

も人気のある余暇活動であり，香港の全世帯

U)98％が1台以上のテレピ受像機を所有してい

るけ 2)(9

こu)ようなテレヒの急速な普及および近年に

おけるビデオの普及にもかかわらず，一方で映

画鑑貫も依然として高い人気を維持している。

1993年の観客動員数は4500万人てあり， 92年よ

り200Ji人減少しているが，それでもこの数は

香港住民 1人か年間約8本の映画を見ているこ

とを意味する（表l参照） 0 1993年の映画館数は

190軒であり92年より15軒増加している。また，

1993年に香港で製作された映画は 426本であり，

45 
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表 1 香港における映画観客動員数と

人口 1人当たりの映画鑑賞阿数

年
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1983 

1984 

1985 

1986 

1987 

1988 

1989 

1990 

1991 

1992 

1 993 
―-- ~ 

（出所） 1962~71年： LC. Jarvie. Window on 
Hong Kong: A Sociological Study r.)f th€ 
Hong Kong Film Industry and Its Audien⑪ 
(Hong Kong: Centre of Asian Studies, 
University of Hong Kong, 1977), p. 61. 
1972~93年： Government Information 
Services, Hong Kon,? Ann血 lRゆI)rt，各年
度版。

（注） 人口 1人‘liたりの映画鑑賞回数は，観客動
U数と総人l1の比によって筆者が紅出したぐ
小数、9れ以下，四捨Ji人。 1973年についてはデ
ータなし。
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前年を50本上回っている (1主3)。

このような状況を踏まえ，以下では，香港に

おける大衆文化の媒体としての映画およびテレ

ビがこれまでいかなる発達過程を経てきたかを

概観する。

1. 

あり，

香港における映画の発達過程

香港で初めて映画が製作されたのは1909年で

その後も少しずつ京劇などに題材をとっ

た映画の製作が行われたが，香港での映画製作

が本格的に始まるのは30年代に人ってからのこ

とである。当時，上海という映画産業の中心地

かありながら，香港において映画製作が行われ

た最大の理由は， 発声（トーキー）映画の出現

により，華南地域における地方言語である広束

語による映画の需要か高まったからであった。

中国における地方五語地域は， それぞれ異なっ

た下位文化を形成しており，特に広東地方はそ

のような文化的地方色が強いとされている。

らに，広東語は，華南地域で約3000万～4000万

人， アジア各地や欧米の中国系コミュニティで

さらに約1000万人という，北京語に次いで中国

第2の規模の言語下位文化集団を形成しており，

映画産業にとってそれは魅力的な市場であった。

また， イギリスの植民地である香港では，中国

国内における映画製作に関わる制約を回避する

ことかてきピ特に1937年に国民党政府が映画

の製作を国語（普通話（共通語））のみに限定し

日中戦争の勃発などによる上海の映画

産業の香港への移動なども手伝って， 30年代末

たこと，

まてに香港は広東語映画製作の中心となった。

、り時製作された映画の内容は，

式侠もの注5)などであった。

カオ， 広東，福建の一部，

ンガポール， シャム， ビルマ，

園劇は419 

さ

喜劇，

これらの映画はマ

さらにはマラヤ，

フィリピン，

シ

そ
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してオーストラリア，アメリカの中国系コミュ

ニティに配給されていた(if.6)0 

日本による香港占領期間中，映画産業は一時

的に低迷するが，日中戦争中および戦後の中国

大陸における内戦の中で．上海の映画関係者と

資本が香港に避難，亡命し，香港における映画

産業は再び盛んになる。この時期，香港では広

東語のみならず国語映画も製作されていた。し

かし， 1949年の中華人民共和国の成立によって

大陸における香港産国語映画の市場が失われる

と，広束語映画は香港映画市場における中心的

存在となる。 1950年代から60年代半ばにかけて

は，毎年200本前後の広東語映画が香港で生産

され，それは，年間総製作本数の 7~8割に

相当した旧71。しかし，このような量産体制の

中，広東語映画は次第に質的低下を招くように

なる。

方^香港社会は， この時期大きな社会変動を

経験する。入境管制の強化により大陸からの人

口流入が減少する一H，乳児死亡率の低下と出

生率の上昇によりベビーブームが出現し，香港

の人llは若年化する。学齢児童の怠増に伴って

初等教育の拡充を皮切りに教育の普及が図られ

たが，これにより若者を中心に学校教育文化を

通した嗜好の西洋化が進み，他方，香港の経済

発展に伴う牛活様式の都市化も進展した0 1960 

年代中期，このような社会の変化に合わせて，

従来の舅劇，倫理通俗劇，時代劇などを中心と

した映画にかわって行者向けの青春恋愛映両が

流行した。

しかし， 1960年代後期に状況は変化する。

1967年に開始された無線テレビ放送は，広東語

映画に大きな打撃を与えた。テレビは観客を映

画館から引き離したのみならず（注8)，多くの広

東語映画の俳優をテレビ番組に吸収した。以後，

香港における広東語映画の生産は急速に落ち込

み， 1970年代に入るとその製作本数は 1桁台に

とどまってしまう。他方，この時期，それまで

少景であった国語映画の生産が伸び出す。この

背景には，映画配給システムの再編によって東

南アジアに国語映画の配給網が確立され，海外

市場が開拓されたことも関係している（注9)。

香港市場内部では， 1960年代末からアメリカ

映画も大きな位置を占めるようになるが，国語

映画ではアクションを中心とした多くの武侠映

画が作られ，多くの香港男性の観客を動員した。

1970年代初期，香港映画市場はこのような国語

武侠映画が支配した。李小龍 (BruceLee)に代

表されるいわゆる功夫（クンフー）映画も国際

映画市場で大きな成功を収める。

しかし， 1970年代半ば功夫映画は衰退する。

かわって登場したのは，それまで並行して発展

してきたテレピと映画を融合させるような，テ

レビ俳優を起用した広東語映画であった。無線

テレビ放送の開始以来，テレビは香港の人びと

の生活の中に浸透しており，テレビ画面で馴染

みのある俳優が広東語で現実を風刺する内容を

もった映画は，テレビによって画ー』什化された人

びとの嗜好に合致し，ヒットを生んだ（注10)0

1970年代末，テレピによって大きな影曹を受

けてきた広東語映画は徐々に独自の路線を歩み

だす。この中で出現したのが功夫喜劇と呼ばれ

るジャンルの映画であったつこの種類の映画で

は，テレピとは異なる表現，製作方法がとられ，

さらにテレヒ（こ依存しない独自のスターシステ

ムが導入された（注11)。また， 1979年に発表され

た若手映画監督らによる「新浪潮（、ニューウェ

ープ）」と呼ばれる作品群は，香港における新
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たな映画の方向性を示したほ12）。これら「新浪

潮」と呼ばれる映画は，テレビ的感性の否定，

作者（監腎）の強調，テレビ出身の俳優の起用

で共通していた（注13)。「新浪潮」の出現以降，

1980年代，香港の映画は繁栄期を迎える C

1980年代における香港映画産業の特色は，ま

ず，映両製作が大規模製作会社から小規模製作

会社によるものに変化し．監督やプロデューサ

ーの手に製作の軍点が移行したこと，そして，

製作技術の水準が進歩し，アクション映画など

における特殊効果などが発達したことである。

これらにより．この時期の香港映画には，喜劇

映画，ホラー映画，アクション映画など多様化

が見られた(tl:14)。

1980年代後期に入ると家庭へのビデオカセッ

トレコーダーの普及が急速に進むようになり，

映画はビデオという形式でも人びとに享受され

るようになる。 198(）年代前期まて，家庭におけ

るビデオカセットレコーダーの普及は全世帯の

10％程度にとどまっていた。この時期レンタル

ピデオは普及しておらず，あっても欧米の映画

作品が主流であったため，ビデオカセットレコ

ーダーは，既存のテレピ番組の録画にもっぱら

利用されるにすぎなかった。しかし，このよう

な傾向は， 1987年に七要な地元広束語映画の製

作会社が作品をビデオ化し，地元のレンタルビ

デオ市場に流通させると突然変化し，それまて

10％程度であったビデオカセットレコーダー普

及率は， 87年には30%,88年には48%と伸ひ，

89年には62%と，アメリカ，日本における70%

程度に迫る翡普及率をボしている。レンタルビ

デオ店も1986年に 160軒てあったものが， 88年

には 500軒に増加しており．レンタル店の会員

登録数は推計で40万，香港全世帯数の 4分の 1

48 

程度に相当する。ビデオレンタル業界の年商は

3億香港ドルに達しているほ15)0

2. 香港におけるテレビの発達過程

香港におけるテレビ放送は， 1949年から有線

ラシオ放送を行ってきた麗的呼声（香港）有限

公司 (Rediffusion(HK) Ltd.以下，麗的呼声）か，

57年に開始した有線テレビ放送によって始まる。

しかし， 1960年代中期まで，その影響力は限ら

れていた。放送開始時の同放送への加入料およ

び受像機賃借料は，月額5洞料きドルであったが、

1958年の熟練労働者の最高賃金が月額360香港

ドル，未熟練労働者の最低賃金が月額75香港ト•.

1レであったこと (it16)を考慮すると，同放送はエ

リート向けのメティアであったといえる。 1958

年末時点で同放送への加人者数は2500であり，

この数は対人口比率で見るとわずか約0.09％の

普及にすぎない。番組もアメリカ，イギリスか

ら輸人されたものが多くを占めていたば17)3

テレビが香港においてマスメディアとして大

きな意味をもつようになるのは， 1967年の香港

這視広播有限公司 (TelevisionBroadcast Ltd.) 

による無線テレビ放送の開始によってである。

同無線テレビ放送は，中国（広束）語チャンネ

！レの無線電視翡翠台 (TVBJade)と英語チャン

ネルの無線電視明珠台 (TVBPearl)の2チャン

ネルて行わ几受信地域は，香港島，九龍，新

界全域をカバーした。

無線テレヒ放送の出現は，それまでの有料有

線放送に比べ，無料でテレビ放送を＃受するこ

とかできる点で人びとの関心を集め，麗的呼声

による有線テレビ放送が開始された1957年には

3 90にすぎなかったテレビ受像機所有世帯比率

ふ無線テレビ放送が開始された67年には12%,

70年には60％に達しており，その普及の著しさ
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が注目される（表2参照）。 1960年代末に行われ

た調査では．テレビ受像機所有世帯の67％は．

月額1000香港ドル以下の所得層であった（注18)0 

1970年代に入ると．テレビはもはや一部エリー

ト向けのメディアではなくなった。

このような無線テレビ放送の普及を受けて．

それまで有線テレビ放送を有料で行っていた麗

表2 香港におけるテレビ受像機

所有世帯比率

年

1957 

テレビ受像機所有

世帯比率（％）

3 

1967 l2 

1968 27 

1969 41 

1970 60 

1971 72 

1972 78 

1973 85 

1974 86 

1975 89 

1976 90 

1977 90 

1978 90 

1979 90 

1980 90 

1981 92 

1982 93 

1983 93 

1984 94 

1985 95 

1986 95 

1987 96 

1988 96 

1989 i 97 

1990 i 98 

1991□ 98 
（出所） 馬傑偉『電視戦国時代』香
港次文化有限公司 1992年
187~188ページ。

的呼声は， 1973年に麗的電視有限公司 (Rediffu-

s10n Television Ltd.）を設立し，広東語による無

線テレビ放送を開始，翌年には英語チャンネル

を開局した。その後1981年，同社はオーストラ

リア資本に買収され，さらに82年の転売により

亜洲電視有限公司 (AsiaTelevision Ltd.)と改称

し，以後現在まで見られるような無線電視台

(TVB)，亜洲電視台(ATV)の2局か，中国語と

英語でそれぞれ2チャンネルずつ，合計4チャ

ンネルの放送を行う体制ができた（注19)0 

1967年の無線テレビ放送の開始以後，今日に

至るまでの香港におけるテレビに見られる大き

な特徴は，テレビ受像機の急速な普及とテレビ

放送巾場における無線電視翡翠台の視聴率独占

であろう。

無線テレピ放送開始後3年の1970年，テレビ

受像機所有世帯比率はすでに60％に達し．第2

の無線テレビ局が放送を開始した73年には80%

を突破し， 76年には90％に達している。 1990年

代に入るとそれは98％にも及んでいる（表2参

照）。このようなテレビ受像機の著しい普及に

より， 1989年時点での毎日の平均視聴率は．全

人口の98％という高率になっている llt20)0

香港においては．中国語（広東語）と英語の

チャンネルの視聴率には大きな差が存在してい

る。まず， 1989年時点で見てみると，中国語チ

ャンネルのみを視聴する者の毎日の平均視聴率

が86％を示しているのに対し，英語チャンネル

のみの視聴率は3％にすぎない。中英両チャン

ネルを視聴する者を考慮しても中国語チャンネ

ルの視聴率は圧倒的な高さを誇っている。香港

において広東語放送が圧倒的シェアをもつとい

うことの背景には， 1970年代以降，香港出生者

人口が過半数を超え，香港社会が実質的に広東

49 
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語を口語標準語とする社会となったことにより，

テレビが一部エリートのものではなく，広東語

を話す大衆を対象にしたメディアに変質したこ

とがある c

次にその中国語チャンネルどうしを TVB,

ATVの2局で比べると，年によって視聴率に

多少の変化があるものの， 1988年時点で無線電

視翡翠台(TVBJade)のみを視聴する者の毎日

の平均視聴率は75％であるのに対し，亜洲電視

本港台 (ATVHome)のみは 1％にすきない。

両チャンネルを視聴する者も合わせると無線霞

視翡翠台の視聴率は実に93％にのほる。

このような無線電視翡翠台という単ーチャン

ネルによる市場独占は， 1970年代から見られる

傾向であった。これは同局が， 1960年代の輸入

番組の吹き替えによる広束語番組にかえ， 70年

代に進めた地元香港のライフスタイルに合わせ

た番組の自社製作を拡大したところが大きいと

いう指摘がされている（汁21)。

しかし， 一方で， このような単・チャンネル

による市場独占は番組内容のマンネリ化，平

準化をもたらし， 1980年代以降は徐々に無線屯

視翡翠台じたいの視聴率を低下させている 0 こ

の背景には，香港社会における中流化の進展に

伴って，視聴者の嗜好や生活様式，余暇利用か

多様化し、以前は安価で手軽な余暇活動として

人気のあったテレピの位置が相対化したことか

関連している (it22)0

1990年代に人り，人びとの要求の多様化に連

動するかのように，有線テレビ，衛星放送とい

ったニューメディアが登場し，香港におけるマ

スメディアの状況に変化を与えているか，これ

らについては，節を改めて触れることにする。
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（注1) Chan Kai-cheung, "The Media and Tele-

communications." in The Other Hong Kong Report 

1990, ed. Wong and Cheng, p. 507. 

（注2) Government Information Services. Hong 

Kong 1994: A Review of 1993 (Hong Kong: Gov響

ernment Printing Department, 1994), p. 325. 

(it 3) Ibid., p. 331、

（注4) 広束地方の地方演劇で，広束語によって上演

される娯楽のための典行演劇としてのほか祭祀演劇と

しても上演される。

（注5) 侠士，侠客というある種のアウトサイダーを

主人公に展開されるチャンバラものC 中国における近代

通俗小説のージャンルとして広く読まれていた武侠小説

が武侠映画の出現に大きく関与したといわれているc

（注6) I. C. Jarvie, Window on Hong Kong: A 

Sociological Study of the Hong Kong Film lndus!Jy 

and Its Audience (Hong Kong: Centre of Asian 

Studies, University of Hong Kong. 1977), pp. 1-11. 

（注7) Ibid., p. 129. 

（注8) 表 lからも観客動日数， 1人当たり映画鑑賞

回数か1966年をピークに減少しており，映画からテレヒ

へJ)移行が読み取れる 3
は 9) 局華山『解構香港電影J香港 青文文化事業

fi限公司 1990年 59ペーシ。

｛注10) ~啓聖・張月愛「七十年代香港竜影，電視典

社会関係初探」げ七十年｛し香港屯影研究』香港 市政局

19出年） 11ペーシ，：

（注11) 同1論文 13ページ。

（注12) 謬華颯劫I, 徐克「蝶変J, 章国明「点指

兵兵j かそれにあたるc

（注13） 柑・張「七十年代香港電影… ••0 13ページ99

（注14) 羅七仔言」げ八十年{t香港竜影J 香港市

政局 1991年） 9ペーシ．，

(iJ:15) Chan Kai-cheung and Choi Po-king, 

"Communications and the Media," in The 0thけ

Hon1; Kong Report, ed. T. L. Tsim and Bernard II 

K. Luk (Hong Kong: The Chinese University Pre筵

1989), pp. 310-311/Chan, "The'.¥.1edia and.... " p 

527. 

（注16) Paul S. N. Lee, "The Absorption and 

Indigenization of Foreign Media Cultures・・ A 

Study on a Cultural Meeting Point of the East and 

West: Hong Kong," A5ian Journal of Communica-



｢ 香港大衆文化の成立
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lion, vol. 1, no. 2, 1991, p. 56. 

（注17) Ibid. 

（注18) 尾崎栄夫「電子機器」（小林進脩叶『香港のエ

業化』アジア経済研究所 1970年） 1M~105ページ，

（注19) この間， 1975年に佳芸電視 (Commercial

Television)が開局し，広東語のみによる放送を開始し

たが．経営上の問題により 3年後の78年に倒産し．放送

を中止している。

（注20) Chan, "The Media and...," p. 508. 

（注21) Ibid., p. 510. 

（注22) Ibid., pp. 511-512. 

II 香港大衆文化の成立

香港における大衆文化の主要な媒休としての

映画とテレビの発達過程を踏まえた卜て¥以下

では，香港における大衆社会の出現に伴って，

これら媒体によって媒介される大衆文化かどの

ように香港という受け手を獲得して tヽ ったのか，

すなわち香港大衆文化として成立したのかにつ

いて検討することにしたい。

香港の文化研究者眺尭によれは，戦後香港の

大衆文化の展開は，（l）中華文化延長期 (1945~

64年），（2）ジェームズ・ボンドおよひピートニ

ック文化期 (64~67年），（3)「百化斉放→期 (67

~72年），（4）現地化期 (73年以降）の 4つの時期

でとらえられるほ 1)。

その整坪によれは，中華文化延長期において

は．伝統中国の文化的価値．規範．倫理が香港

の中国系住民のメンタリティーに影害力をもち｀

これらが廿時の人びとの芸術，娯楽．日常の生活

様式に濃厚な中国的色彩となって反映していた。

ジェームズ・ボンドおよびビートニック文化

期においては，西洋映画が映画市場て支配的な

｝］をもつようになり，ジェームズ・ポント'007

のイメージが若年世代の英雄崇拝の対象となっ

た。 1964年ビートルスが香港を訪れ， ビートニ

ック文化が出現すると，香港の若者は共通の帰

属感，ライフスタイルをもち始め、個人の嗜好，

価値判断は画ー化されていった。

「百花斉放」期は，香港が急速な工業化を経

験した時期と重なり，この時期には，所得水準

や生活水準が上昇して，人びとの消費力が伸び

ると同時に，消費主義，享楽主義が蔓延し，文

化の商業化がもたらされた。さらに，マスメテ

ノアの発達か人びとの意識形態を均質化させた-

現地化期においては，テレビか重要な広告媒

体として用いられたことによって，テレビは多

くの広告収人を得，テレヒ放送事業は活況を呈

し，テレビか大衆文化の主流を形成していったc

これにより，映画もテレピの影響を受けるよう

iこなり，テレビと映画は相互に影響を与え合い

ながら香港の現実や市民生活を出発点とする香

港ローカルの大衆文化が生み出されていった：

このような認識に基づけぱ，香港における大

衆文化生産の現地化には，テレビが大きな役割

を果たしたということになるごより厳密にいえ

ば，新たに出現したテレビと既{fメティアであ

る映画が相互作用をもつようになることで大衆

文化生産の現地化は加速されたのである。現地

化期の開始とされる1973年は．テレビ俳優を起

用し，地几』語である広東語を使用し，香港の

現実の風刺を内容とする、テレビ化された映画

と評される新しいスタイルの映画「七十二家房

客」 1it2)か発表された年となっている。

このような香港大衆文化の成立に関する観察

は前節での香港におけるテレビおよび映画メ

ティアの発達過程によっても跡づけられるもの

である。香港市場へのこれらメディアの求心力

は1960年代後期の無線テレビ放送の開始によっ

5 I 



｣ 新メディアの出現と香港大衆文化の行方
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て発生し，その後70年代を通してテレビ，映画

を中心とするメディアの相互作用の中でさらに

強まっていった。

こうしたメディアによる大衆文化生産の現地

化によって成立した香港大衆文化が，具体的に

どのような形で受け手である人びとに享受され

たかという点について香港のメディア研究者馬

傑偉は，テレビニュース，バラエティーショー．

そして連続ドラマを取り上げ，次のような観察

を行っている Ut3)0

テレビニュースは， 1970年代全体を通して最

高視聴率をあげた番組のひとつであった。テレ

ビニュースで取り上げられるニュースの多くは

香港に関するものであり，視聴者は即時に社会

的現実を直接目撃することができた。このため

新聞，ラジオにかわってテレビは急速に市民の

情報源になるとともに，視聴者に香港社会のあ

りようを具体的に認識させることになった。ま

た，無線電視翡翠台が開局期から平H毎夜のコゞ

ールデンタイムに放送してきたバラエティーシ

ョー「歓楽今宵」は，開始とともに最高視聴率

番組となった。 1970年代を通してこの番組は，

大多数の香港市民に毎夕食後この番組を見ると

いう lLi]，＾の習慣をもたせたとともに，この番組

の内容が人びとの共通の話題や感性をつくった。

さらに、連続ドラマでは，香港社会の状況を題

材にしたストーリーのドラマが人びとを共鳴さ

せた他，当時の人びとの実際の生活感覚を投影

した内容の作品が多く放映され，視聴者はドラ

マに時代感覚と一体感を覚えた

1970年代以降の香港におけるテレビ・メディ

アの発達は，大衆文化の生産の側面においても，

受容の側面においても香港という場を前提とし

て展開したことが，これらの観察からはうかが

52 

える。

（注l) 跳尭「声・色・芸一一回顧香港大衆文化的発

展ーー」（呂大楽編『普及文化在香港』香港 曙光図書

公司 1983年） 10~20ページ。

（注2) 楚原監督．部氏兄弟・香港電視共同製作，

197碑 9月公開。 562万香港ドルの興行収入をあげ，同

年の興行成績第1位となった。

（注3) 馬傑偉『電視戦国時代』香港 次文化有限公

rt] 1992年 8~12ページ。

III 新メディアの出現と香港

大衆文化の行方

香港における大衆社会の出現とそれを背景に

発達したマスメディアによって， 1970年代から

80年代にかけて成立した香港大衆文化は， 90年

代を迎え，新たなメディア環境の中で変化を見

せ始めている。それは，単に技術革新に伴う新

たなメディアの出現に対応した文化的表現の変

化ということ以上に，大衆文化の成立の基盤と

しての香港という大衆社会の構造的変動に対応

したものである。以下では，香港におけるマス

メディアの1990年代の新たな動向を検討しつつ，

それに媒介される香港大衆文化の変容と，それ

に対応した香港社会の変化を読み取ってみたい。

1980年代未から90年代の香港におけるマスメ

ディアをめぐる大きな動きとしては，衛星放送

の出現とメディア産業の海外進出が挙げられる。

1991年，衛星電視台（STAR-TV)が開局し，

アジア地域初の国際衛星放送が開始された。同

放送は，香港を発信地とし，通信衛星アジアサ

ット 1号を利用して，アジアのほぽ全地域に相

当する38カ国，世界人口の約半数である27億人

を潜在的視聴者とするものであるが，主要なタ

ーゲットは，これら地域住民の上部 5％の高学



1997060055.TIF

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1lllllllllllllllllll"llihllllllllllllllhlllllllllllllhlllll>lllllll>I> 香港におけるマスメディアの発達と大衆文化の形成

歴，高所得，専門職，英語理解という条件を満

たす階層に個かれた⑪ l)0

同放送は， 24時間放送で，スポーツ，音楽，

中国語（北点語）．ニュース，エンターテイメン

トの 5チャンネル体制で開始されたc これらの

うち中国語チャンネルを除いたチャンネルでぱ

欧米で製作された番組が中心に放送され．中国

語チャンネルでは，香港の亜洲電視(ATV)製作

の番組を中心に日本のテレビドラマ，中国と台

湾の映画が放送された。

1993年，メディア・コングロマリットのル）｛‘ 

ート・マードック (RupertMurdoch)による同局

の買収以後，従来の上部5％階層をターゲット

にした英語t体の番組編成方針には変吏が生し

る。束アジア地域に放送される北ヒームの音楽

チャンネルでは，番組の 8割を中国語ポップス

中心に変更し，スポーツチャンネルてもt音声

を中国語にしたうえ，さらにエンターテイメン

トチャンネルには中国語字幕を入れるなど，中

国語ソフトの拡充か進んだ。このようなローカ

ル五語対応は．インド，インドネシア向け放送

などにおいても進行している。

同放送は，廿初，地元地上テレビ局保護のた

め）公東語による放送が認められていなかったが，

その後199:1年より， 音部チャンネルにおける広

束語の使用が解禁され， 94年 1月現在．香港て‘

は33万間帯に普及しているとされているは2)り

もうひとつの動きは，テレビ番組の海外販売，

テレビ産業の海外進出である。香港で製作され

た映画の海外巾場への販売は，香港映画産業勃

輿時から見られたも I})であるか．近年てはテレ

ビ番組も海外巾場ての販売が盛んになっている('

そして．それは．広東語が共通語の海外中国）、

コミュニティはかりでなく、強力な地元大衆文

化の発達をみていないタイ，マレーシア，シン

ガポール，台湾，中国などの地域にも販売され，

現地言語に吹き替えられて放送されている。こ

のような市場での売り上げか著しいのは，無線

電視(TVB)であり， 1987年には，前年比47％増

の2億 600万香港ドルを計上している（注3I 0 

無線電視はまた，北米への進出も図っている Q

アメリカのサンフランシスコとロサンゼルスで

はジェード・チャンネル(JadeChannel)と呼ば

れるケープル局を開設しており，また， 1992年

には，カナダの 2つのケーブルテレビネットワ

ークに賓本参加し， トロントのチャイナ・ヴィ

ジョン (ChinaVision)，バンクーパーのキャセ

イTV(Cathay TV)への100％番組供給を行っ

ている。さらに，台湾，ィンドネシアヘの進出

も進行中であるというげ 4)0

これら香港のマスメディアの新たな動きを踏

まえると，香港大衆文化の変容には，次の 2つ

の展開0)方向性か考えられる

ひとつは， STAR-TV o)普及やテレビ番組

の海外への販売という動きに見られるように，

アシア諸国の近代化や都市化と連動して，香港

0)大衆文化は香港のみというよりもよりグロー

バルなオーティエンスによって受容されるもの

へと変化し，そこでは香港という焦点に収敏し

ない都市生活感覚0)共有か他地域の人ひととの

間に起こり，香港大衆文化じたいは拡散0)方向

性をもつという展開てあるこ

もうひとつの展開の方向性は，香港のテレビ

産業の海外進出という動きに見られるように，

移民プームによって香港から流出した香港出身

者たちを中心として，かれらの移民先社会にお

いて香港文化の飛ひ地現象が起こり，香港大衆

文化は香港という地理的窄間を越えたところ

5 3 
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で新たに展開するというものであるぼ5)。

1990年代以降の香港では， ヒ述のような 2つ

の方向性をもった動きが同時に展開していると

考えられる。

（注1) Joseph Man Chan, "National Responses 

and Accessibility to ST AR TV in Asia," Journal 

of Communication, vol. 44, no. 3, Summer 1994, p 

114. 

（注2) Frank Small & Associates, STAR Tl' 

Network Homes Penetration Rejwrt (Ilong Kong. 

STAR Television Production Ltd.. Jan. 19941. 

ほ 3) Chan and Choi, "Communications and 

...," p, 311. 

(it 4 J Simon Twiston Davies. "Hong Kong 

Broadcasting," in The Other Hong Kong Re加rt

1993, ed. Choi Po-king and Ho Lok-sang (Hong 

Kong: The Chinese University Press. 199:3), p. 351 

（注5) このような動きにつし＞ては，たとえふ章嘉

妥「香港式『中餐覇権,lJ （章嘉変 T携改錯液赴考的イし

＂` 普及文化観察 J香港 青文汽屋 199(）年） 122

~124ページを参照されたし％
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本稿では，戦後香港におけるマスメディアの

発達と、それらを媒介に形成された香港大衆文

化の成立展開過程を，映l軋テレビを中心に粕

理検討してきた。この作業を通して，映画から

テレビヘというマスメディアの発達に伴い， J＜

衆文化の現地化が進展し，さらに，新たなメテ

ィア環境と香港人の世界への拡散に伴い，大衆

文化もグローバル化していることか確認された

香港をめぐっては，従来その政治的・経済的

側面への関心の偏りが著しく，その社会的側曲

の狸解については，もっぱら経済的発展との関

連で議論される場合が多く，また，文化的側面

にギっては，議論そのものが欠落する場合か多
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く見られた。このような中で戦後香港社会の展

開を文化との関連において分析する作業は、中

国返還に伴う香港社会の変動を論じる上でも祖

要性をもつものである。

中国返還に伴う香港社会の転換をめぐる問題

の焦点は，何よりも1949年の中国の社会主義化

によって生じた香港と大陸との間の社会体制の

差異，そして，その後の香港における経済発展

が生んだ大陸との間の大きな経済的格差がどの

ように処理されてゆくかという点である。この

点を社会文化的側面に即して見るならは，それ

は香港人意識あるいは，香港アイテンティティ

の形成•発揚とその行方という問題になるであ

ろうこすでに触れたように，近年この問題をめ

くっては，香港における大衆文化の成立，展開

と関連つけて議論する傾向が認められる。本稿

は，あくまでもこれらの議論をよりよく理解す

るために，その前提を主として二次資料をもと

に整理検討したにすぎない。本稿で整理確認し

た香港におけるマスメディアの発達と大衆文化

の形成か，香港人意識や香港アイデンティティ

といかに関連しているのか，あるいは，してい

ないのかという問題は、より詳細な分析と検討

を必要とする大きな課題であり， これについて

は，機会を改めて検討することとしたい。

（兵庫教育大学社会系教育講座助教授）

〔付記〕 今回をもちまして，本連載は終了いた

します， 6回にわたり，以-卜豆の論稿を連載いたし

ました、i

第 1[iij 大橋英大？香港の経済成長と政庁の役

割. (第37巻第ll号， 1996年11J J) 

第2回 中生勝笈「植民地法と香港社会一新

界の女子相続権をめくる紛争ー」（第

37巻第12号• l的6年12月）
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第3回 沢田ゆかり「香港における退職者の福 試み 1947~96年 」（第38巻第

利厚生一ー自由放任から年金制度へ 5号． 1997年5月）

」（第38巻第3号． 1997年3月） 第6回 大橋健一「香港におけるマスメディア

第4回 谷垣真理子「香港政治における民意」 の発達と大衆文化の形成一一二次資料

（第38巻第4号， 1997年4月） による整理と検討 」（第38巻第6

第5回 渡邊真理子「香港における政策金融の 号， 1997年6月）
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